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1. はじめに 
ヘキサブロモシクロドデカン (HBCD) は，REACH 

SVHC，POPs 候補物質としてその難分解性，高蓄積性，

毒性 (PBT)，そして長距離移動性が懸念されている。 
HBCD には未だ優れた代替物質が開発されていないも

のの，国際的な規制を先取りした対応が各国で検討され

始めている。よって，HBCD の使用規制に起因する社会

的な影響や代替物質・代替技術の探索は急務である 1) 。 
そこで本研究では，HBCD の代替物質が未だ開発され

ていない建築用断熱材：押出発泡ポリスチレン (XPS) を
対象製品とし，規制に伴う社会経済影響を定量的に評価

することで政策オプション間の比較を行った。 
2. 方法 
本解析では「(1) 難燃剤の代替」と「(2) 断熱材の代替」

の大きく2つの政策を想定し，“HBCDのリスク”で評価

するのではなくコストとCO2を評価基準とした。 
2.1 難燃剤の代替 
XPSに援用できる難燃剤はHBCD以外に存在しないと

の見方が非常に強い。しかしあくまで現状での話であり，

将来的には良い代替物質が見つかる可能性は十分ある。

代替物質の最新開発動向 2) とその暫定コスト 3) を照らし

合わせると，テトラブロモシクロオクタン (CAS No：
3194-57-8) のみコスト情報が得られた (ただし，本物質は

経産省 4) によって難分解性にと判断されている)。これよ

り，代替が実施された際の純増原材料費を算出した。 
2.2 断熱材の代替 
ベースラインシナリオにはXPS 3 種 (熱伝導率λ=0.028) 
を取り上げ，代替断熱材として引き合いに出されること

の多い高性能グラスウール (GW) 16K (λ=0.038) ，発泡

ポリウレタンフォーム (PUR) 2種3号 (λ=0.027) のライ

フサイクル (LC) を考え (図 1)，供用段階を機能単位と

して設定し，データ充足の状況から供用以降はシステム

境界から外した。これらの設定に基づき，XPS 代替の評

価フローを作成した (図2)。LCコスト及びLCCO2はGW
又はPURからXPSのそれを引きあわせた。 

■①②を用いて，③の導出：次世代省エネ基準，新省エ

ネ基準，旧省エネ基準を満たすための住宅種類別・工法

別・断熱法別に3種類の断熱材の厚さをそれぞれ求めた。 
■④単位面積・厚さ当たりのコストはメーカーへのヒ

アリング及び文献 5) よりXPS，GW，PURそれぞれ，25.36， 

 
図 1 ライフサイクルにおける代替断熱材との比較 

 
図 2 断熱材の代替評価フロー 

17.37，42.97 (円/m2･mm) とした。また，最終的にはGW
には防湿シートとして180円/m2を足し合わせた。 
■⑤単位面積当たりのコスト差を算出した (表 S1～S6)。 
■⑥密度はそれぞれ32，16，30 kg/m3と設定した。 
■⑦建築用断熱材の製造時の CO2排出原単位は算出者に

よってかなり大きくバラついていた。本解析では出来る

限りの中立性を保つために，単一文献でXPS，GW，PUR
すべての原単位が同時に評価されていることを重要視し，

日本建築学会 6) の CO2排出量原単位を採用した (表 S7，
S8) 。防湿シートの CO2 排出量原単位は産業連関分析表

を用いて算出した0.6554 kg-CO2/m2を用いた。また，発泡

系断熱材に関しては断熱材に含まれている発泡剤の漏洩

量 (全量排出) を考慮した 7) (表S9)。 
■⑧単位面積当たりの CO2 排出量差を算出した (表 S10
～S15)。 
■⑨，⑪，⑬には総務省の住宅・土地統計調査報告 8) の

データを加工して用いた。 
■⑩経産省の調査結果 9) を援用した。 
■⑮数量が少ない用途が存在するため，2007年，2009年
の矢野経済研究所 10), 11) の推定値を平均して使用した。 
■⑯，⑰の結果を表S16～S19 に掲載した。 
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■⑱日本政策銀行の推計 12) を基にし，2030年までの住宅

販売戸数を予測した (図 3)。住宅販売戸数は住宅着工戸

数と同意と定義し，2020年から 2030年までの販売戸数の

推移にはMUFGの推定結果 13) を参考にした。 
■⑲住宅融資支援機構 14) のデータ用いて，本解析では

Document 1 (Supporting Information) の仮定を置いて推定

した。その時，中期目標検討委員会 15)で採用された新築

の次世代省エネ基準適合率の年増加予想値 4.5%を用い，

これをベースにしてその他の基準適合割合をフィッティ

ングさせた。次世代省エネ基準，新省エネ基準で地域別・

工法別にまとめ，それぞれ表S20，S21に示した。 
■⑳断熱工法割合は矢野経済研究所の推定 9), 10) を参考に，

充填断熱：外張断熱及び内断熱：外断熱の割合を一律 9：
1 で設定した。 
■㉑㉒ここでは高性能 GW の結果のみを記載し (図 3，
4)，その他の結果は全てSupporting Informationに記載した。 
3. 結果 
3.1 難燃剤の代替によるコスト増加 
HBCDの原材料コストは最大850円/kgとされており3)，

XPS を難燃化するためにはこれを重量当たり 3%添加す

る必要がある 16)。添加量は難燃剤が担持しているBr元素

により決まる。テトラブロモシクロオクタンの場合，

HBCD の 94%程度の添加で難燃性を付与できる。しかし

これを考慮したとしてもコストはHBCDの1.66倍となる。

ここ近年の HBCD の樹脂用途需要量 (2,000 トン/年) か
ら，業界全体で年間28億円のコストアップが示唆された。 
3.2 断熱材の代替によるコスト増加 
断熱材としてXPSからGWへの代替政策を導入した場

合，CO2 排出量を減少できるという面では好ましいが，

コスト的にはマイナスになった。 
4. まとめ 
本解析はXPSを他断熱材に代替するという政策オプシ

ョンを定量評価した。XPSの代替は「HBCDによる環境リ

スクを減少させる」という目標の下で設定した政策だっ

た。しかし「効率的な断熱材の選択」という観点から政

策を考える際には，温暖化ガス排出量により重点を置か

なければならない。そこで，国立環境研究所の温暖化ガ

スの限界削減費用曲線15) (図S12参照) を用いて本解析の

結果の解釈を試みた。その結果，GWへの代替 (HBCDの
使用規制) を考えるとき，他の政策に同額の費用を投入す

れば同政策の約7,800倍ものCO2が削減可能である。 
断熱材の選択に関して，施工し易さ等その他の多くの

性能を比較すると最適な断熱材というものは存在しない。

そのため単眼的な視点では，このような異種リスクのト

レードオフを見落とす可能性があることが示唆できた。 
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Supporting Information
Document 1 

1. 「地域別・工法別の省エネルギー住宅基準適合率 (躯体) 」は次世代省エネ基準及び新省エネ基準
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う換算式を用いた。 
 

 
*2019 年の販売戸数を参考に，年増加しないという設定 
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図 S2 XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替する際に発生する地域別⊿コスト推移 

 
 

 
図 S3 XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替する際に発生する住宅種類別・工法別⊿コスト推移 
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図 S4 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する地域別⊿コスト推移 

 
 

 
図 S5 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する住宅種類別・工法別⊿コスト推移 
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図 S4 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する地域別⊿コスト推移 

 
 

 
図 S5 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する住宅種類別・工法別⊿コスト推移 
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図 S6 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する省エネ基準住宅別⊿コスト推移 

 
 

 
図 S7 XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替する際に発生する地域別⊿CO2 排出量推移 
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図 S8 XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替する際に発生する住宅種類別・工法別⊿CO2 排出量推移 

 
 

 
図 S9 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する地域別⊿CO2 排出量推移 
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図 S8 XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替する際に発生する住宅種類別・工法別⊿CO2 排出量推移 

 
 

 
図 S9 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する地域別⊿CO2 排出量推移 
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図 S10 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する住宅種類別・工法別⊿CO2 排出量推移 

 
 

 
図 S11 XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替する際に発生する省エネ基準住宅別⊿CO2 排出量推移 
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図 S12 国立環境研究所による限界削減費用曲線（90 年比▲7%モデル） 

  



 
 

 
図 S12 国立環境研究所による限界削減費用曲線（90 年比▲7%モデル） 

  

 
表 S1 次世代省エネ基準を満たす GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 

 
 

表 S2 新省エネ基準を満たす GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 
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65 90 125 125 125 165
外気に接する部分 20 50 75 75 75 -

その他の部分 70 90 105 105 105 -
外気に接する部分 95 110 140 140 140 -

その他の部分 155 160 170 170 170 -
30 70 80 80 80 80
90 105 135 135 135 165

外気に接する部分 70 90 105 105 105 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 95 110 140 140 140 -
その他の部分 155 160 170 170 170 -

屋根 -150 -50 -50 -50 -50 -50
天井 -105 -20 -20 -20 -20 -20
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その他の部分 15 15 70 70 70 -
外気に接する部分 5 5 95 95 95 -

その他の部分 120 120 155 155 155 -
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天井 -105 -20 -20 -20 -20 -20

0 65 65 65 65 65
外気に接する部分 -30 -30 25 25 25 25

その他の部分 25 25 80 80 80 -
外気に接する部分 5 5 95 95 95 -

その他の部分 120 120 155 155 155 -
-105 -20 -20 -20 -20 -20
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壁

床

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
-35 95 120 120 120 55
60 135 135 140 155 165

外気に接する部分 -5 90 90 130 145 -
その他の部分 60 130 130 155 165 -

外気に接する部分 75 175 175 - - -
その他の部分 150 - - - - -

- 40 90 90 90 80
- 90 90 120 145 165

外気に接する部分 - 20 20 100 125 -
その他の部分 - 90 90 135 155 -
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表 S3 旧省エネ基準を満たす GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 

 
 

表 S4 次世代省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 
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表 S3 旧省エネ基準を満たす GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 

 
 

表 S4 次世代省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 
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表 S5 新省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 

 
 

表 S6 旧省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たりコスト差 

 
 

表 S7 断熱材の製造時における CO2 排出原単位 

断熱材種

類 

CO2 排出原

単位 
 (kg-CO2/kg)  

備考 

ガラス繊

維 

2.033 国内波及効果の

み 

2.380 海外波及効果含

む 

発泡プラ

スチック

製品 

2.533 国内波及効果の

み 

3.147 海外波及効果含

む 
 

表 S8 断熱材の輸送 (流通) に係わる CO2 排出原単位 

断熱材種

類 

CO2排出原単

位 
 (kg-CO2/kg)  

備考 

ガラス繊

維 

0.118 国内波及効果の

み 

0.131 海外波及効果含

む 

発泡プラ

スチック

製品 

0.136 国内波及効果の

み 

0.155 海外波及効果含

む 
 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
1,935 765 540 540 540 1,125
1,080 405 405 360 225 135

外気に接する部分 1,665 810 810 450 315 -
その他の部分 1,080 450 450 225 135 -

外気に接する部分 945 45 45 - - -
その他の部分 270 - - - - -

- 1,260 810 810 810 900
- 810 810 540 315 135

外気に接する部分 - 1,440 1,440 720 495 -
その他の部分 - 810 810 405 225 -

外気に接する部分 - 630 630 - - -
その他の部分 - 135 135 - - -

土間床等
の外周

気密住宅に
しない場合

屋根または天井

壁

床

土間床等
の外周

断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿コスト（円/m2）

地域の区分

気密住宅

屋根又は天井

壁

床

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
1,215 540 360 540 225 -

真壁造で断熱材を施工 - 450 315 - - -
大壁造で断熱材を施工 945 360 270 360 - -
外気に接する部分 1,170 360 270 450 - -

その他の部分 945 315 225 225 - -
540 315 315 810 225 -
450 270 180 540 - -

外気に接する部分 540 225 135 720 - -
その他の部分 360 180 45 405 - -

鉄筋コンクリート
造又は，組積造
その他これらに類

する住宅

屋根または天井

壁

床

断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿コスト（円/m2）

地域の区分

在来住宅

屋根又は天井

壁

床



 
表 S9 各断熱材に含有される発泡剤の設定と含有量 

断熱材 発泡剤種類 GWP 
発泡剤使用量 

 (g-CO2/kg-断熱

材)  
XPS 炭化水素 3.50 35.70 
PUR 水 2.44 12.20 

 
表 S10 次世代省エネ基準を満たす高性能 GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 

 
 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
-4.90 -3.51 -3.20 -3.20 -3.20 -3.20
-2.90 -2.12 -1.04 -1.04 -1.04 0.19

外気に接する部分 -4.28 -3.36 -2.59 -2.59 -2.59 -
その他の部分 -2.74 -2.12 -1.66 -1.66 -1.66 -

外気に接する部分 -1.97 -1.51 -0.58 -0.58 -0.58 -
その他の部分 -0.12 0.04 0.35 0.35 0.35 -

-3.98 -2.74 -2.43 -2.43 -2.43 -2.43
-2.12 -1.66 -0.73 -0.73 -0.73 0.19

外気に接する部分 -2.74 -2.12 -1.66 -1.66 -1.66 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 -1.97 -1.51 -0.58 -0.58 -0.58 -
その他の部分 -0.12 0.04 0.35 0.35 0.35 -

屋根 -9.53 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45
天井 -8.14 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52

-4.44 -2.74 -2.74 -2.74 -2.74 -2.74
外気に接する部分 -7.37 -7.37 -4.44 -4.44 -4.44 -

その他の部分 -4.44 -4.44 -2.74 -2.74 -2.74 -
外気に接する部分 -4.75 -4.75 -1.97 -1.97 -1.97 -

その他の部分 -1.20 -1.20 -0.12 -0.12 -0.12 -
屋根 -9.53 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45
天井 -8.14 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52

-4.90 -2.90 -2.90 -2.90 -2.90 -2.90
外気に接する部分 -5.83 -5.83 -4.13 -4.13 -4.13 -4.13

その他の部分 -4.13 -4.13 -2.43 -2.43 -2.43 -
外気に接する部分 -4.75 -4.75 -1.97 -1.97 -1.97 -

その他の部分 -1.20 -1.20 -0.12 -0.12 -0.12 -
-8.14 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52
-3.82 -1.97 -1.97 -1.97 -1.97 -1.97

外気に接する部分 -5.21 -5.21 -3.20 -3.20 -3.20 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 -4.75 -4.75 -1.97 -1.97 -1.97 -
その他の部分 -1.20 -1.20 -0.12 -0.12 -0.12 -

木造，枠組
壁工法又は
鉄筋骨造の

住宅

外断熱
(外張断熱)

工法

屋根又は天井

壁

床

土間床等
の外周部

枠組壁工法
の住宅

充填断熱
工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周部

木造の住宅
充填断熱

工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周

土間床等
の外周

外断熱
工法

屋根または天井

壁

床

土間床等
の外周

住宅の種類
断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

鉄筋コンク
リート造等

の住宅

内断熱
工法

屋根又は天井

壁

床



 
表 S9 各断熱材に含有される発泡剤の設定と含有量 

断熱材 発泡剤種類 GWP 
発泡剤使用量 

 (g-CO2/kg-断熱

材)  
XPS 炭化水素 3.50 35.70 
PUR 水 2.44 12.20 

 
表 S10 次世代省エネ基準を満たす高性能 GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 
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-4.90 -3.51 -3.20 -3.20 -3.20 -3.20
-2.90 -2.12 -1.04 -1.04 -1.04 0.19

外気に接する部分 -4.28 -3.36 -2.59 -2.59 -2.59 -
その他の部分 -2.74 -2.12 -1.66 -1.66 -1.66 -

外気に接する部分 -1.97 -1.51 -0.58 -0.58 -0.58 -
その他の部分 -0.12 0.04 0.35 0.35 0.35 -

-3.98 -2.74 -2.43 -2.43 -2.43 -2.43
-2.12 -1.66 -0.73 -0.73 -0.73 0.19

外気に接する部分 -2.74 -2.12 -1.66 -1.66 -1.66 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 -1.97 -1.51 -0.58 -0.58 -0.58 -
その他の部分 -0.12 0.04 0.35 0.35 0.35 -

屋根 -9.53 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45
天井 -8.14 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52

-4.44 -2.74 -2.74 -2.74 -2.74 -2.74
外気に接する部分 -7.37 -7.37 -4.44 -4.44 -4.44 -

その他の部分 -4.44 -4.44 -2.74 -2.74 -2.74 -
外気に接する部分 -4.75 -4.75 -1.97 -1.97 -1.97 -

その他の部分 -1.20 -1.20 -0.12 -0.12 -0.12 -
屋根 -9.53 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45 -6.45
天井 -8.14 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52

-4.90 -2.90 -2.90 -2.90 -2.90 -2.90
外気に接する部分 -5.83 -5.83 -4.13 -4.13 -4.13 -4.13

その他の部分 -4.13 -4.13 -2.43 -2.43 -2.43 -
外気に接する部分 -4.75 -4.75 -1.97 -1.97 -1.97 -

その他の部分 -1.20 -1.20 -0.12 -0.12 -0.12 -
-8.14 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52 -5.52
-3.82 -1.97 -1.97 -1.97 -1.97 -1.97

外気に接する部分 -5.21 -5.21 -3.20 -3.20 -3.20 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 -4.75 -4.75 -1.97 -1.97 -1.97 -
その他の部分 -1.20 -1.20 -0.12 -0.12 -0.12 -

木造，枠組
壁工法又は
鉄筋骨造の

住宅

外断熱
(外張断熱)

工法

屋根又は天井

壁

床

土間床等
の外周部

枠組壁工法
の住宅

充填断熱
工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周部

木造の住宅
充填断熱

工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周

土間床等
の外周

外断熱
工法

屋根または天井

壁

床

土間床等
の外周

住宅の種類
断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

鉄筋コンク
リート造等

の住宅

内断熱
工法

屋根又は天井

壁

床

 
表 S11 新省エネ基準を満たす高性能 GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 

 
 

表 S12 旧省エネ基準を満たす高性能 GW 16K と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 

 
 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
-5.98 -1.97 -1.20 -1.20 -1.20 -3.20
-3.05 -0.73 -0.73 -0.58 -0.12 0.19

外気に接する部分 -5.06 -2.12 -2.12 -0.89 -0.43 -
その他の部分 -3.05 -0.89 -0.89 -0.12 0.19 -

外気に接する部分 -2.59 0.50 0.50 - - -
その他の部分 -0.27 - - - - -

- -3.67 -2.12 -2.12 -2.12 -2.43
- -2.12 -2.12 -1.20 -0.43 0.19

外気に接する部分 - -4.28 -4.28 -1.81 -1.04 -
その他の部分 - -2.12 -2.12 -0.73 -0.12 -

外気に接する部分 - -1.51 -1.51 - - -
その他の部分 - 0.19 0.19 - - -

土間床等
の外周

気密住宅に
しない場合

屋根または天井

壁

床

土間床等
の外周

断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

気密住宅

屋根又は天井

壁

床

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
-3.51 -1.20 -0.58 -1.20 -0.12 -

真壁造で断熱材を施工 - -0.89 -0.43 - - -
大壁造で断熱材を施工 -2.59 -0.58 -0.27 -0.58 - -
外気に接する部分 -3.36 -0.58 -0.27 -0.89 - -

その他の部分 -2.59 -0.43 -0.12 -0.12 - -
-1.20 -0.43 -0.43 -2.12 -0.12 -
-0.89 -0.27 0.04 -1.20 - -

外気に接する部分 -1.20 -0.12 0.19 -1.81 - -
その他の部分 -0.58 0.04 0.50 -0.73 - -

床

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

在来住宅

屋根又は天井

壁

床

鉄筋コンクリート
造又は，組積造
その他これらに類

する住宅

屋根または天井

壁

断熱材の
施工法

部位



表 S13 次世代省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 

 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
-1.34 -1.00 -0.93 -0.93 -0.93 -0.93
-0.86 -0.67 -0.41 -0.41 -0.41 -0.11

外気に接する部分 -1.19 -0.97 -0.78 -0.78 -0.78 -
その他の部分 -0.82 -0.67 -0.56 -0.56 -0.56 -

外気に接する部分 -0.63 -0.52 -0.30 -0.30 -0.30 -
その他の部分 -0.19 -0.15 -0.07 -0.07 -0.07 -

-1.12 -0.82 -0.74 -0.74 -0.74 -0.74
-0.67 -0.56 -0.33 -0.33 -0.33 -0.11

外気に接する部分 -0.82 -0.67 -0.56 -0.56 -0.56 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 -0.63 -0.52 -0.30 -0.30 -0.30 -
その他の部分 -0.19 -0.15 -0.07 -0.07 -0.07 -

屋根 -2.45 -1.71 -1.71 -1.71 -1.71 -1.71
天井 -2.12 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49

-1.23 -0.82 -0.82 -0.82 -0.82 -0.82
外気に接する部分 -1.93 -1.93 -1.23 -1.23 -1.23 -

その他の部分 -1.23 -1.23 -0.82 -0.82 -0.82 -
外気に接する部分 -1.30 -1.30 -0.63 -0.63 -0.63 -

その他の部分 -0.45 -0.45 -0.19 -0.19 -0.19 -
屋根 -2.45 -1.71 -1.71 -1.71 -1.71 -1.71
天井 -2.12 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49

-1.34 -0.86 -0.86 -0.86 -0.86 -0.86
外気に接する部分 -1.56 -1.56 -1.15 -1.15 -1.15 -1.15

その他の部分 -1.15 -1.15 -0.74 -0.74 -0.74 -
外気に接する部分 -1.30 -1.30 -0.63 -0.63 -0.63 -

その他の部分 -0.45 -0.45 -0.19 -0.19 -0.19 -
-2.12 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49
-1.08 -0.63 -0.63 -0.63 -0.63 -0.63

外気に接する部分 -1.41 -1.41 -0.93 -0.93 -0.93 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 -1.30 -1.30 -0.63 -0.63 -0.63 -
その他の部分 -0.45 -0.45 -0.19 -0.19 -0.19 -

木造，枠組
壁工法又は
鉄筋骨造の

住宅

外断熱
(外張断熱)

工法

屋根又は天井

壁

床

土間床等
の外周部

枠組壁工法
の住宅

充填断熱
工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周部

木造の住宅
充填断熱

工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周

土間床等
の外周

外断熱
工法

屋根または天井

壁

床

土間床等
の外周

住宅の種類
断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

鉄筋コンク
リート造等

の住宅

内断熱
工法

屋根又は天井

壁

床



表 S13 次世代省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 
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外気に接する部分 -1.56 -1.56 -1.15 -1.15 -1.15 -1.15

その他の部分 -1.15 -1.15 -0.74 -0.74 -0.74 -
外気に接する部分 -1.30 -1.30 -0.63 -0.63 -0.63 -

その他の部分 -0.45 -0.45 -0.19 -0.19 -0.19 -
-2.12 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49 -1.49
-1.08 -0.63 -0.63 -0.63 -0.63 -0.63

外気に接する部分 -1.41 -1.41 -0.93 -0.93 -0.93 -
その他の部分 - - - - - -

外気に接する部分 -1.30 -1.30 -0.63 -0.63 -0.63 -
その他の部分 -0.45 -0.45 -0.19 -0.19 -0.19 -

木造，枠組
壁工法又は
鉄筋骨造の

住宅

外断熱
(外張断熱)

工法

屋根又は天井

壁

床

土間床等
の外周部

枠組壁工法
の住宅

充填断熱
工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周部

木造の住宅
充填断熱

工法

屋根又は
天井

壁

床

土間床等
の外周

土間床等
の外周

外断熱
工法

屋根または天井

壁

床

土間床等
の外周

住宅の種類
断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

鉄筋コンク
リート造等

の住宅

内断熱
工法

屋根又は天井

壁

床

表 S14 新省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 

 
 

表 S15 旧省エネ基準を満たす PUR 2 種 3 号と XPS 3 種の単位面積当たり CO2 排出量差 

 

 
表 S16 地域別 1 住宅当たり⊿コスト (XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替した場合)  

 
 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
-1.60 -0.63 -0.45 -0.45 -0.45 -0.93
-0.89 -0.33 -0.33 -0.30 -0.19 -0.11

外気に接する部分 -1.38 -0.67 -0.67 -0.37 -0.26 -
その他の部分 -0.89 -0.37 -0.37 -0.19 -0.11 -

外気に接する部分 -0.78 -0.04 -0.04 - - -
その他の部分 -0.22 - - - - -

- -1.04 -0.67 -0.67 -0.67 -0.74
- -0.67 -0.67 -0.45 -0.26 -0.11

外気に接する部分 - -1.19 -1.19 -0.59 -0.41 -
その他の部分 - -0.67 -0.67 -0.33 -0.19 -

外気に接する部分 - -0.52 -0.52 - - -
その他の部分 - -0.11 -0.11 - - -

土間床等
の外周

気密住宅に
しない場合

屋根または天井

壁

床

土間床等
の外周

断熱材の
施工法

部位

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

気密住宅

屋根又は天井

壁

床

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
-1.00 -0.45 -0.30 -0.45 -0.19 -

真壁造で断熱材を施工 - -0.37 -0.26 - - -
大壁造で断熱材を施工 -0.78 -0.30 -0.22 -0.30 - -
外気に接する部分 -0.97 -0.30 -0.22 -0.37 - -

その他の部分 -0.78 -0.26 -0.19 -0.19 - -
-0.45 -0.26 -0.26 -0.67 -0.19 -
-0.37 -0.22 -0.15 -0.45 - -

外気に接する部分 -0.45 -0.19 -0.11 -0.59 - -
その他の部分 -0.30 -0.15 -0.04 -0.33 - -

床

単位面積当たり⊿CO2排出量（kg-CO2/m
2）

地域の区分

在来住宅

屋根又は天井

壁

床

鉄筋コンクリート
造又は，組積造
その他これらに類

する住宅

屋根または天井

壁

断熱材の
施工法

部位

充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱 内断熱 外断熱 内断熱 外断熱 充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱

Ⅰ -9,739 -2,313 -7,335 -817 32,507 49,134 25,767 39,407 32,505 10,350 25,767 7,395

Ⅱ 3,056 12,833 6,776 13,901 49,682 61,480 37,977 46,478 49,459 43,229 37,964 34,354

Ⅲ 10,708 17,885 10,877 16,619 68,402 76,881 52,779 58,991 68,589 47,734 52,778 37,261

Ⅳ 9,963 16,353 9,791 15,275 67,404 75,339 53,483 59,894 67,540 47,622 53,440 37,572

Ⅴ 9,230 15,859 9,364 14,668 67,445 75,435 53,271 59,622 67,122 47,455 53,271 37,494

Ⅵ 7,604 10,999 8,443 11,838 83,566 85,259 65,860 67,170 83,498 44,622 65,860 35,199

Ⅰ 6,166 6,166 6,688 6,688 26,682 26,682 20,778 20,778 26,686 26,686 20,778 20,778

Ⅱ 36,929 36,929 29,876 29,876 77,580 77,580 58,854 58,854 77,141 77,141 58,829 58,829

Ⅲ 38,249 38,249 30,725 30,725 78,565 78,565 60,105 60,105 78,862 78,862 60,103 60,103

Ⅳ 37,522 37,522 31,928 31,928 81,442 81,442 64,890 64,890 81,701 81,701 64,820 64,820

Ⅴ 42,430 42,430 33,667 33,667 89,671 89,671 70,920 70,920 89,012 89,012 70,919 70,919

Ⅵ 27,570 27,570 25,273 25,273 83,566 83,566 65,860 65,860 83,498 83,498 65,860 65,860

Ⅰ 17,048 17,048 16,399 16,399 76,418 76,418 61,847 61,847 76,397 76,397 61,847 61,847

Ⅱ 43,891 43,891 38,624 38,624 92,948 92,948 69,559 69,559 92,227 92,227 69,517 69,517

Ⅲ 47,036 47,036 41,681 41,681 97,237 97,237 73,964 73,964 97,673 97,673 73,962 73,962

Ⅳ 37,522 37,522 34,900 34,900 68,418 68,418 54,456 54,456 68,616 68,616 54,401 54,401

Ⅴ 12,327 12,327 12,327 12,327 8,999 8,999 7,247 7,247 8,614 8,614 7,247 7,247

Ⅵ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次世代省エ
ネ基準適合
住宅

新省エネ基
準適合住宅

旧省エネ基
準適合住宅

住宅性能 地域

木造 RC造 鉄骨造

戸建 共同 戸建 共同 戸建 共同



表 S17 地域別 1 住宅当たり⊿コスト (XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替した場合)  

 

 
表 S18 地域別 1 住宅当たり⊿CO2 排出量 (XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替した場合)  

 
 

表 S19 地域別 1 住宅当たり⊿CO2 排出量 (XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替した場合)  

 
 

充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱 内断熱 外断熱 内断熱 外断熱 充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱

Ⅰ 532,529 465,697 468,836 410,186 673,926 524,309 551,649 428,911 673,657 873,026 551,649 716,971

Ⅱ 499,352 411,377 342,854 278,746 556,690 450,524 409,448 332,945 550,915 606,978 409,101 441,587

Ⅲ 420,235 355,658 302,705 251,033 375,711 299,413 278,377 222,479 378,578 566,248 278,367 417,996

Ⅳ 367,971 310,469 297,789 248,438 355,583 284,178 286,145 228,455 357,711 536,942 285,656 428,438

Ⅴ 397,777 338,128 289,584 241,850 357,532 285,636 283,788 226,642 352,383 529,355 283,787 425,761

Ⅵ 303,969 273,422 228,714 198,167 141,531 126,294 110,487 98,698 140,145 489,974 110,487 386,394

Ⅰ 389,400 389,400 342,653 342,653 726,341 726,341 596,544 596,544 726,024 726,024 596,544 596,544

Ⅱ 194,545 194,545 134,987 134,987 305,650 305,650 221,577 221,577 301,820 301,820 221,345 221,345

Ⅲ 172,405 172,405 124,106 124,106 284,264 284,264 212,457 212,457 286,141 286,141 212,450 212,450

Ⅳ 119,984 119,984 98,589 98,589 229,261 229,261 183,496 183,496 230,283 230,283 183,245 183,245

Ⅴ 99,028 99,028 70,885 70,885 157,525 157,525 124,977 124,977 155,398 155,398 124,976 124,976

Ⅵ 124,305 124,305 77,270 77,270 141,531 141,531 110,487 110,487 140,145 140,145 110,487 110,487

Ⅰ 291,484 291,484 276,291 276,291 278,788 278,788 226,979 226,979 278,692 278,692 226,979 226,979

Ⅱ 131,897 131,897 118,349 118,349 167,360 167,360 125,247 125,247 166,063 166,063 125,171 125,171

Ⅲ 93,334 93,334 83,692 83,692 116,241 116,241 87,744 87,744 116,870 116,870 87,741 87,741

Ⅳ 119,984 119,984 110,905 110,905 346,454 346,454 277,393 277,393 348,032 348,032 277,007 277,007

Ⅴ 17,899 17,899 17,899 17,899 13,067 13,067 10,523 10,523 12,508 12,508 10,523 10,523

Ⅵ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

住宅性能

次世代省エ
ネ基準適合
住宅

新省エネ基
準適合住宅

旧省エネ基
準適合住宅

地域

木造 RC造 鉄骨造

戸建 共同 戸建 共同 戸建 共同

充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱 内断熱 外断熱 内断熱 外断熱 充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱

Ⅰ -1,647 -1,417 -1,445 -1,244 -1,920 -1,407 -1,575 -1,154 -1,920 -2,604 -1,575 -2,142

Ⅱ -1,500 -1,198 -1,013 -793 -1,503 -1,139 -1,100 -838 -1,487 -1,679 -1,099 -1,211

Ⅲ -1,232 -1,011 -876 -699 -888 -626 -650 -458 -896 -1,539 -650 -1,129

Ⅳ -1,077 -880 -865 -696 -830 -585 -671 -473 -836 -1,451 -670 -1,159

Ⅴ -1,170 -965 -842 -678 -836 -589 -665 -469 -822 -1,429 -665 -1,152

Ⅵ -892 -787 -661 -556 -124 -72 -94 -54 -120 -1,320 -94 -1,041

Ⅰ -1,156 -1,156 -1,012 -1,012 -2,100 -2,100 -1,729 -1,729 -2,099 -2,099 -1,729 -1,729

Ⅱ -454 -454 -300 -300 -642 -642 -456 -456 -632 -632 -455 -455

Ⅲ -382 -382 -264 -264 -574 -574 -424 -424 -579 -579 -424 -424

Ⅳ -226 -226 -182 -182 -397 -397 -319 -319 -399 -399 -318 -318

Ⅴ -145 -145 -92 -92 -150 -150 -120 -120 -146 -146 -120 -120

Ⅵ -276 -276 -142 -142 -124 -124 -94 -94 -120 -120 -94 -94

Ⅰ -820 -820 -776 -776 -565 -565 -461 -461 0 0 0 0

Ⅱ -239 -239 -217 -217 -168 -168 -126 -126 0 0 0 0

Ⅲ -111 -111 -101 -101 2 2 4 4 0 0 0 0

Ⅳ -226 -226 -208 -208 -799 -799 -641 -641 0 0 0 0

Ⅴ -9 -9 -9 -9 -7 -7 -5 -5 0 0 0 0

Ⅵ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次世代省
エネ基準
適合住宅

新省エネ
基準適合
住宅

旧省エネ
基準適合
住宅

住宅性能 地域

木造 RC造 鉄骨造

戸建 共同 戸建 共同 戸建 共同

充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱 内断熱 外断熱 内断熱 外断熱 充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱

Ⅰ -440 -385 -387 -339 -557 -433 -456 -354 -556 -721 -456 -592

Ⅱ -412 -340 -283 -230 -460 -372 -338 -275 -455 -501 -338 -365

Ⅲ -347 -294 -250 -207 -310 -247 -230 -184 -313 -468 -230 -345

Ⅳ -304 -256 -246 -205 -294 -235 -236 -189 -295 -444 -236 -354

Ⅴ -329 -279 -239 -200 -295 -236 -234 -187 -291 -437 -234 -352

Ⅵ -251 -226 -189 -164 -117 -104 -91 -82 -116 -405 -91 -319

Ⅰ -322 -322 -283 -283 -600 -600 -493 -493 -600 -600 -493 -493

Ⅱ -161 -161 -112 -112 -252 -252 -183 -183 -249 -249 -183 -183

Ⅲ -142 -142 -103 -103 -235 -235 -176 -176 -236 -236 -175 -175

Ⅳ -99 -99 -81 -81 -189 -189 -152 -152 -190 -190 -151 -151

Ⅴ -82 -82 -59 -59 -130 -130 -103 -103 -128 -128 -103 -103

Ⅵ -103 -103 -64 -64 -117 -117 -91 -91 -116 -116 -91 -91

Ⅰ -241 -241 -228 -228 -230 -230 -187 -187 0 0 0 0

Ⅱ -109 -109 -98 -98 -138 -138 -103 -103 0 0 0 0

Ⅲ -77 -77 -69 -69 -96 -96 -72 -72 0 0 0 0

Ⅳ -99 -99 -92 -92 -286 -286 -229 -229 0 0 0 0

Ⅴ -15 -15 -15 -15 -11 -11 -9 -9 0 0 0 0

Ⅵ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次世代省
エネ基準
適合住宅

新省エネ
基準適合
住宅

旧省エネ
基準適合
住宅

住宅性能 地域

木造 RC造 鉄骨造

戸建 共同 戸建 共同 戸建 共同



表 S17 地域別 1 住宅当たり⊿コスト (XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替した場合)  

 

 
表 S18 地域別 1 住宅当たり⊿CO2 排出量 (XPS 3 種を高性能 GW 16K に代替した場合)  

 
 

表 S19 地域別 1 住宅当たり⊿CO2 排出量 (XPS 3 種を PUR 2 種 3 号に代替した場合)  

 
 

充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱 内断熱 外断熱 内断熱 外断熱 充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱

Ⅰ 532,529 465,697 468,836 410,186 673,926 524,309 551,649 428,911 673,657 873,026 551,649 716,971

Ⅱ 499,352 411,377 342,854 278,746 556,690 450,524 409,448 332,945 550,915 606,978 409,101 441,587

Ⅲ 420,235 355,658 302,705 251,033 375,711 299,413 278,377 222,479 378,578 566,248 278,367 417,996

Ⅳ 367,971 310,469 297,789 248,438 355,583 284,178 286,145 228,455 357,711 536,942 285,656 428,438

Ⅴ 397,777 338,128 289,584 241,850 357,532 285,636 283,788 226,642 352,383 529,355 283,787 425,761

Ⅵ 303,969 273,422 228,714 198,167 141,531 126,294 110,487 98,698 140,145 489,974 110,487 386,394

Ⅰ 389,400 389,400 342,653 342,653 726,341 726,341 596,544 596,544 726,024 726,024 596,544 596,544

Ⅱ 194,545 194,545 134,987 134,987 305,650 305,650 221,577 221,577 301,820 301,820 221,345 221,345

Ⅲ 172,405 172,405 124,106 124,106 284,264 284,264 212,457 212,457 286,141 286,141 212,450 212,450

Ⅳ 119,984 119,984 98,589 98,589 229,261 229,261 183,496 183,496 230,283 230,283 183,245 183,245

Ⅴ 99,028 99,028 70,885 70,885 157,525 157,525 124,977 124,977 155,398 155,398 124,976 124,976

Ⅵ 124,305 124,305 77,270 77,270 141,531 141,531 110,487 110,487 140,145 140,145 110,487 110,487

Ⅰ 291,484 291,484 276,291 276,291 278,788 278,788 226,979 226,979 278,692 278,692 226,979 226,979

Ⅱ 131,897 131,897 118,349 118,349 167,360 167,360 125,247 125,247 166,063 166,063 125,171 125,171

Ⅲ 93,334 93,334 83,692 83,692 116,241 116,241 87,744 87,744 116,870 116,870 87,741 87,741

Ⅳ 119,984 119,984 110,905 110,905 346,454 346,454 277,393 277,393 348,032 348,032 277,007 277,007

Ⅴ 17,899 17,899 17,899 17,899 13,067 13,067 10,523 10,523 12,508 12,508 10,523 10,523

Ⅵ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

住宅性能

次世代省エ
ネ基準適合
住宅

新省エネ基
準適合住宅

旧省エネ基
準適合住宅

地域

木造 RC造 鉄骨造

戸建 共同 戸建 共同 戸建 共同

充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱 内断熱 外断熱 内断熱 外断熱 充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱

Ⅰ -1,647 -1,417 -1,445 -1,244 -1,920 -1,407 -1,575 -1,154 -1,920 -2,604 -1,575 -2,142

Ⅱ -1,500 -1,198 -1,013 -793 -1,503 -1,139 -1,100 -838 -1,487 -1,679 -1,099 -1,211

Ⅲ -1,232 -1,011 -876 -699 -888 -626 -650 -458 -896 -1,539 -650 -1,129

Ⅳ -1,077 -880 -865 -696 -830 -585 -671 -473 -836 -1,451 -670 -1,159

Ⅴ -1,170 -965 -842 -678 -836 -589 -665 -469 -822 -1,429 -665 -1,152

Ⅵ -892 -787 -661 -556 -124 -72 -94 -54 -120 -1,320 -94 -1,041

Ⅰ -1,156 -1,156 -1,012 -1,012 -2,100 -2,100 -1,729 -1,729 -2,099 -2,099 -1,729 -1,729

Ⅱ -454 -454 -300 -300 -642 -642 -456 -456 -632 -632 -455 -455

Ⅲ -382 -382 -264 -264 -574 -574 -424 -424 -579 -579 -424 -424

Ⅳ -226 -226 -182 -182 -397 -397 -319 -319 -399 -399 -318 -318

Ⅴ -145 -145 -92 -92 -150 -150 -120 -120 -146 -146 -120 -120

Ⅵ -276 -276 -142 -142 -124 -124 -94 -94 -120 -120 -94 -94

Ⅰ -820 -820 -776 -776 -565 -565 -461 -461 0 0 0 0

Ⅱ -239 -239 -217 -217 -168 -168 -126 -126 0 0 0 0

Ⅲ -111 -111 -101 -101 2 2 4 4 0 0 0 0

Ⅳ -226 -226 -208 -208 -799 -799 -641 -641 0 0 0 0

Ⅴ -9 -9 -9 -9 -7 -7 -5 -5 0 0 0 0

Ⅵ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次世代省
エネ基準
適合住宅

新省エネ
基準適合
住宅

旧省エネ
基準適合
住宅

住宅性能 地域

木造 RC造 鉄骨造

戸建 共同 戸建 共同 戸建 共同

充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱 内断熱 外断熱 内断熱 外断熱 充填断熱 外張り断熱 充填断熱 外張り断熱

Ⅰ -440 -385 -387 -339 -557 -433 -456 -354 -556 -721 -456 -592

Ⅱ -412 -340 -283 -230 -460 -372 -338 -275 -455 -501 -338 -365

Ⅲ -347 -294 -250 -207 -310 -247 -230 -184 -313 -468 -230 -345

Ⅳ -304 -256 -246 -205 -294 -235 -236 -189 -295 -444 -236 -354

Ⅴ -329 -279 -239 -200 -295 -236 -234 -187 -291 -437 -234 -352

Ⅵ -251 -226 -189 -164 -117 -104 -91 -82 -116 -405 -91 -319

Ⅰ -322 -322 -283 -283 -600 -600 -493 -493 -600 -600 -493 -493

Ⅱ -161 -161 -112 -112 -252 -252 -183 -183 -249 -249 -183 -183

Ⅲ -142 -142 -103 -103 -235 -235 -176 -176 -236 -236 -175 -175

Ⅳ -99 -99 -81 -81 -189 -189 -152 -152 -190 -190 -151 -151

Ⅴ -82 -82 -59 -59 -130 -130 -103 -103 -128 -128 -103 -103

Ⅵ -103 -103 -64 -64 -117 -117 -91 -91 -116 -116 -91 -91

Ⅰ -241 -241 -228 -228 -230 -230 -187 -187 0 0 0 0

Ⅱ -109 -109 -98 -98 -138 -138 -103 -103 0 0 0 0

Ⅲ -77 -77 -69 -69 -96 -96 -72 -72 0 0 0 0

Ⅳ -99 -99 -92 -92 -286 -286 -229 -229 0 0 0 0

Ⅴ -15 -15 -15 -15 -11 -11 -9 -9 0 0 0 0

Ⅵ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

次世代省
エネ基準
適合住宅

新省エネ
基準適合
住宅

旧省エネ
基準適合
住宅

住宅性能 地域

木造 RC造 鉄骨造

戸建 共同 戸建 共同 戸建 共同

表 S20 工法別・地域別次世代省エネ基準適合割合の推移 

 

 
表 S21 工法別・地域別新省エネ基準適合割合の推移 

 

 

全住宅 木造 鉄骨 RC造
2001 11.4% 9.7% 18.0% 3.5%
2002 14.1% 10.3% 28.5% 4.9%
2003 16.9% 11.1% 40.9% 3.4%
2004 18.6% 12.1% 46.4% 7.2%
2003 22.8% 21.0% 66.8% 50.0%
2004 22.6% 21.1% 65.0% 25.7%
2003 17.0% 16.4% 23.6% 0.0%
2004 17.6% 16.6% 29.0% 0.0%
2003 21.5% 18.4% 37.9% 6.7%
2004 20.7% 17.3% 40.2% 12.5%
2003 16.6% 9.9% 38.9% 0.1%
2004 18.8% 11.3% 45.2% 6.7%
2003 11.7% 4.0% 47.6% 0.0%
2004 10.8% 4.5% 52.9% 0.0%

次世代省エネ基準

全国

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

全住宅 木造 鉄骨 RC造
2001 55.0% 52.8% 63.6% 41.1%
2002 54.6% 54.9% 54.2% 40.8%
2003 51.9% 54.4% 43.2% 39.9%
2004 49.2% 52.3% 36.9% 46.7%
2003 42.0% 42.8% 24.4% 0.0%
2004 39.5% 40.1% 26.0% 25.7%
2003 46.0% 47.0% 37.7% 28.6%
2004 46.4% 47.5% 35.0% 40.0%
2003 43.7% 44.2% 41.7% 25.0%
2004 40.9% 41.9% 35.5% 25.0%
2003 54.8% 58.2% 44.1% 39.7%
2004 51.9% 56.1% 36.8% 47.2%
2003 39.9% 40.4% 35.8% 54.4%
2004 36.5% 37.5% 27.9% 60.9%

Ⅳ

Ⅴ

新省エネ基準

全国

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ


